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自然 加硫 用超促進剤について
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前3回にわたり，代表的な目然加硫/l1超促泄剤につい る．

て，①超促進介I]単独使Ill R 超促迎剤とノクセラーM と 3) 73°C: における場合

の併川③超促迎剤とノクセラーC との併用の各場合の 4っの組とも，ほとんど同じ辿さである．

30°C, 50°C, 7.5°C における加硫の迎行状況を 11J塑度

の変化，またはムーニースコーチて示してきました，そ

れによるとジチオ酸塩類の促迎介I]もキサンテート類の促

迎各I]も単独使用の場合はもちろん，他種の促進剤と併用

した場合，各々腿味ある結果を示すことがわかります．

今回は超促進剤ヽンリーズのしめくくりとして，趙侃進

剤同士の併用実険について，その桔果を紹介いたしま

す．

実険 4 ジチオ酸塩類 (ll,5PHR) とキサンテート訊

(0. 5PHR)との併用の場合

超促進剤同士の併用であるが，ジチオ酸塩類同士，ぉ

よびキサンテート類同士の併用はあまり意味がないと思

われるので，この実験ではジチオ酸塩類とキサンテート

頬との併用効果を見ることにした．その併用組合せは下

に示すとおりである．

〔ジチオ酸塩類〕 〔キサンテート類〕

ノクセラーP←―~ クセラーZBX
＼／  

＼／  

／＼ 
／＼  

ノクセラーPPD←――→ノクセラーZIX

配合・索紳 混純は実険 lと同一にて行なった. iiJ朔

度の測定も実験 lと同じ意味で30'C, 50'Cにおいては

Goodrich可塑度計を用い， 75°C:てはムーニー枯度計を

用いて，それぞれ行なった．

実験結果は表 10~12およひ図10~12に示し7-.

〔判定〕

l) 30°Cにおける場合

4っの組合せとも，ほとんど同じ速さてある．どの糾

もl日以内で完全に加硫は進んでいる，

2) 50°Cにおける場合

30°Cの場合と同様， 4っの組ともほとんど同じ速さ

である、 どの組も 2時間以内で完全に加硫は迎んでい
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友 10 ジチオ酸塩類 (0,5l'HR) とキサンテート

頬 (0.5PHR) の併用の場合の30°Cにお

けるグッドリッチ可塑度の変化

試料

Goodrich可朔度 (30°C)

混純配合滉純後30°C II 

戦 後放置 l日 2 日

P-ZBX O. 535 

P-ZIX 0. 537 

PPD-ZBX 0. 552 

PPD-ZIX 0. 536 

0.012 

0,013 

0.019 

0,013 

o. 012 

0,013 

0,009 

0,009 

表 11 ジチオ酸塩類 (0,5PHR)とキサンテート

類(0,5PHR)の併用の場合の50°cにおけ

るグッドリッチ可塑度の変化

Goodrich可塑度(50°C)

試 料
混直純配合後 混放練置後15時0間'C ” 2 時

P-ZBX O.B58 0, 119 0.020 

P-ZIX o. 872 0, l 76 0.032 

PPD-ZBX 0.808 o. 112 0,025 

PPD-ZIX 0.842 0,093 0.020 

九 12 ジチオ酸塩頻(0,5PHIりとキサンテート

類(0,51'HR)の併用の場合の75°Cにおけ

るムーニースコーチクイム

．
 

,' 
9

『ヽ,
9
 

h
'
¥

｀
 

J
 

、̂
1T"'

P-ZBX 

P-ZlX 

PPD-ZBX 

PPD-ZIX 

ムーニースコーチ (MS-1)(75°C)

s C C' 
(5 point) (20 point) (30 point) 

:, 25' 7 32' 8'1611 

6105'/ 8 07' 8. 50' 

5'57' 7'52'1 8132' 

6'00 7'43 I 8'25'1 
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閃 10 ジチオ酸塩類 (0,JPHR) とキサンテート頬

(0, 5PHR)の併用の場合の 30°C:における放

閥時間とグッドリッチ可朔度との1具l係
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図 ll ジチオ酸塩類 (0.5PHR) とキサンテート類

(0. 5PHR) の併用の場合の50°Cにおける放

置時間とグッドリッチ可塑度との関係
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〔考察〕

超促進剤同士を併用すると，いずれの組合せも加硫が

非常に速くなり， 併用効果はきわめて大きい， すなわ

ち，ジチオ酸塩類の二者の中のいずれかとキサンテート

頬の二者の中のいずれかと併用すれば，きわめて迅速な

加硫が望める自然加硫用超促進剤としての効果を持つこ

とが明らかとなった．
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ジチオ酸塩煩 (0.51'HR) とキサンテートl計1
(0. 5PHR) の併用の場合の75'C:におけるム

ーニースコーチ

（） 10 巳（） :10 10 :,() 

Time (min.) 

以上， 4回にわたる柑告を加硫の速さの点から簡単に

糎めると，

、~＼ 趙促進剤単独使）flの場合

30°C前後の温度ではジチオ酸塩類の ノクセラーP

が辿い. 5o•c ではジチオ酸塩類のノクセラー P, キ

サンテート碩ではノクセラーZBXが速い. 75•c 前

後ではキサンテート類のノクセラー ZBX,ZIX が

ジチオ酸塩類のノクセラー P,PPD より速い，

B 超促進剤とノクセラー滋との併用の場合

3o•c: 前後においてはジチオ酸塩穎の二者がキサン

テート類の二者より断然速い. 5o•c 前後においても

ジチオ酸塩類の二者が速い. 75'C前後の温度では両

類の四者とも，ほとんど差はない．

C 超促進剤とノクセラー C との併用の場合

30°Cではジチオ酸塩類の二者，とくにノクセラー

Pが速い.50°Cではジチオ酸塩類のノクセラーPが，

キサンテート頬ではノクセラーZIXが速く，両者は

大体同じ程度である. 75°C前後ではジチオ酸塩類の

二者とキサンテート類のノクセラーZIXが速い．

D 超促進剤同士の併用の場合

どの温度においてもジチオ酸塩類の二者の中の一つ

とキサンテート類の中のいずれかと併用すればきわめ

て迅速な自然加硫が可能である．
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